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三浦半島 のソナレ マツムシソウ

マ ツ ム シソ ウ Scabiosa japonica Miq.は箱 根

丹 沢の高 地に分布し 、かつては鎌倉付近の日当

たりのよい草原にも自生 していた。 ここ に紹介

する種類はその海岸型で ソナレ 7 ツムシソウ

forma littoralis Nakai という。草丈は低く

高さ 25-40cm、葉は基部付近に集まってっき、
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薬身は羽状に全裂し、質厚く光沢がある 。 花柄

の長い特徴は 7 ツ ム シソウと同じである。本品

種は 千葉県 と神 奈 川県に分布 し、海岸の断崖地

に生える。写真は三浦半島で撮影したもので 、

メ γ シュは Y0 -4、 {固体数 は少なく、 301国体

ほどが鋭察されたのみである。自生地の ご教示

をしてくださった永田芳男氏にお 礼 申し上げる。

(高橋秀男)



相模川河口の ウスゲチョ ウジタデ

相模川l河口の東岸には小さ な干 潟があり、多

くの水鳥が渡来すること は、皆 さん ご存じの こ

とと恩います。今か ら 5年 ほど前ま で、 この干

潟の 後 背地のオギ群落の中に小さな池 が あり 、

コガ 7 や サンカクイ な どが 生えてい まし た。 19

73年 9月27日に、こ の 池の周辺で数種 郊の 組物

を採集したのですが、その時 チ ョウ ジタデ と思

って採集したものが、標本を検討したとこ ろ、

ウスゲチョウ ジ タデとい う別穏だとわか りまし

た。

ウスゲチョウジタデは 、 ど の図鑑に も図 示さ

れていないので、な じみの薄い横物ですが 、 チ

ョウ ジ タデにそっ くりで 、 若い菜に割H毛が 多 い

点 な どが 異 なっ て い ます 。 も っ と もわかりやす

い 区別 点 と恩 わ れ る さ く果 の形態を 表 と図で 比ー

較し て みました。

さく果の形態の比較
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ウスゲチョウジタデの生 え ていた 池 は、その

後 付 近で行わ れ た工事の影響でもう残っていま

せ ん。ここで採 集 したものの中にはイカ'ガヤツ

リも含まれており、なかなか面白い所だったの

だなと、なくなったことが今になって惜し くて

たまりません。

なお、襟本に目を通していただいた高橋秀男

先生に 感謝い たします。
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さく果 (右:内果皮に

包まれた種子)

標本データ 1973年 9月27日 平塚市 須 貨 (

相模 川 河口東岸) 浜口哲 一 標本番 号 HC M 

-56-233 (メッシュ H 1 -3 ) 

(浜口哲 一)

ウスケーチョウジタテ'その後:

前 報 で、相4莫川 河 口 のウスゲチョウ ジ タデの

ことを報告しましたが、植物誌調査でチョウジ

タデとして収集された標本を注意して見直して

みましたら、その中にも何点かウスゲにあたる

と思われるものがでてきました。

これは、案外普通にあるものかもしれないと、

野外でも探してみると 、 71<回 の雑草としてチョ

ウジタデとよく 一 緒に生えていることがわかり

ました。

野外では、花弁が大きいので花がよ く目立つ

こと、植物体全体に赤みが少 な いことも、見分

けるポイントになります。湖南 ブ ロ γ タでは、

今のところ、芽ヶ崎 l、 寒川 、 平塚 一 l、 小

田原 3の 4メァ シ ュで記録 され ま したが 、ま

だまだほかにもありそうです。それにし て も、

こんなに普 通 の種 類がなぜリストからも れ てい

たのだろう と、不思議に感じています。

(浜口哲一)

0000000000000000 
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酒匂川下派を歩 く

8月 31目、 くもり。仕事で真鶴 へ行 った帰り、

鴨宮で降り 、 植物採集をす る こと にする。今春、

小田原 - 3というメッシュを担当してから 7回

目の調査である。この前の調査が 7月中旬だ っ

たので、道を歩いていても未採集の秋の花がか

なり咲き出している。空き地でヒメムカシヨモ

ギ、ブタクサ、ススキ、オトコヨモギ 、 庭先で

コメヒシパ、 トキ ンソウなどを採りなが ら酒匂

川 へ向かう。

途中ーゲ所の休耕田があり 、 ホ ソパ ヒメ ミソ

ハギ、タカサブロウ、 7 ツパイ、キカシグサな

ど休耕回の常連を見つける。アメリカアゼナも

多く、アゼナよりは大きな妹によく目立つ白い

花をつけている。

酒匂 川 の土手に出ると、オオブタクサが見上

げるほどに生長し、風にゆれると黄色い花粉を

さかんに吐き出していた。 8月の台風の増水は

それほどでもなかったらし く、ヨシがやや 傾い

た な という程度である。川 岸の湿地に降 り、コ

ガ 7 やヒメガ?を押し分けて歩いて いく。 ここ

は 6月に来た時にタコノア シを見つけておいた

ところだ。その時は ま だ芽生えだった ので採集

しなかった。そろそろ花が あるのでは とい う予

感はあた って、文字通 りタコの足のような花序

を開いていた。この湿地 では カ ワラスガナ、ア

ゼガヤツリ 、 それに帰 化 種で後日名前がわか っ

たキンカ、ヤツリも見つけることができた。

砂礁の川原に出ると、キササゲ が 逸出してい

るのを 見 つけ た。キササ ゲというと社寺にある

大木というイメ ー ジが あ るが、 川原 に芽生えた

50cmくらいの木にも実がた くさんなっているの

が印象 的だ った。土手を 見るとー函の紫の 花 、

近寄ってみるとツ Jレフジパカ?の群生だった。

近 くにはカワラ ケ ツメ イ も花をさかせていた 。

酒匂 川 をはなれ、鴨宮へもどる。 人家の庭 先

をのぞきこむように歩いて、何軒目かで、 ミチ

ミタガラシをみつけた。ある、とにらんだ環境

にその種類があると、うれしいものである。釈

の近くの空き 地 にヤ ブツノレアズキを見に行く 。

これも前に葉だけは見ておいたものだ。ヤブツ

Jレアズ キのように特徴のあ る ものだったら、王室

だけでも証恨の標本にはなるのだろうが、やは

り花や実のあるよい標本を集めて いかないと、

不充分な情報しか積み重ね られない のではない

のだろうか。もう花が咲いているかとか同じ場

所に何度も通ううちに、高IJ)宝物と していろいろ

な収穫があるというのもよ く体験 することだ。

約 2時間あるいて 一回り したが 、まだ 臼が高

いので 、 少し足をのばしてみることにする。国

鉄に沿って国府津の方へ行くと用水路があり 、

市 街地 の中に小函 積 の水田が残され て いた 。一

区画が休耕されていたので入っていってみると 、

あぜ道にクサネムが生えていた。里子生のもの は

初めてみるものだ。あたりを見回すと、ここで

は休耕した回んぼ一面にクサネムが群生してい

た。おっくうがらずにあちこちのぞいてみると

いいことがある、と痛感する。 クサネ ムは一本

抜いて袋に納めようとすると 、もう複葉を たた

んでしまっている。これは菌白いと、生えてい

るものの葉を手でさわると、オ ジギ ソウほど敏

感ではないが、見ている悶に葉が閉じてしまう 。

里子生の種類で接触刺激に対してこんなに敏感 な

就眠運動をする植物は初めて見た。

線路沿いの空き地を見なが ら駅にとって返 す。

空き地で見つけたヤナギハナカ'サがこの日最後

の収穫だった。約 3時間歩いて、新たに約 50穫

がリス トに加 わり 、 まあまあの成果をあげた半

日だった。(浜口哲一)
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湘南ブロ ック ・ニュ ー フ ェ ー ス紹介

1983年の調査で、ブロ y ク内の初記録極 がい

くつか見っかりました。その主だったものを紹

介してみます 。

-89-

コウキクサ(N A K ) 

中井町の井 の 口に厳島神社自然環境保全地域

という所があ りま す 。 ここ はかつての水田だ っ

た所 が湿 地に なり、その 中央に島 のように神社

がある おもしろ い環境で 、ゲン ジ ボ タノレが発生

しています。 5月 24日に、ホタノレの保護に取り

組んでおられ る地元 の武繁春 さん野案内で現地

を訪れた際、古い周 JJd也の水面を びっしりとう

めた小型のウキクサを採集しておきました 。 7

オウキ クサ とばかり思っていたのですが、標本

にしてからよ く見ると、葉の裏が紫色をして お

り、これはということで県 立 博物館に持ち込 み

ました。結果は、コウキクサとい う帰 化種 とわ

かりました。

シロパ ナ ヘビ イチ ゴ (HAT -1) 

アプロ ー チに時間 のか か る HA T - 1のメ y

シユはどう しても調査回数 が多くなりがちで、

今年も春 2回、 秋 2回歩 いただけで した。しか

し、各国ともかなり の収 穫 があり、 6月 1日に

鍋害IJ山に登 った 時 は、 山道 沿いでシロバ ナ ヘビ

イチ ゴの 花を見いだ しま した。実 のおいしいこ



の革、高い山では何回となく見たことがあるの

ですが、丹沢では初めてで、感搬しました。こ

の日はほかにユキザサ・モリイバラ・コケイラ

ンなども初記録でした。

アセ'カ'ヤ(00- 3 ) 

o D -3のメッシュは丘陵地のほとんどがミ
カン畑で、舗装された農地ばかり歩くことにな

り、地図で見る印象よりは調査のしづらい所で

す。 7月 11目、御絞場線の上大井駅から歩き出

し、曽我山のー商を一回りしました。それなり

の収穫をあげて帰路を急いでいた時、ミカン畑

のすみに生えたひとむらのイネ科髄物に目がい

きました。 トダシパをやさしくしたような感じ

で、変異の多いトダシパにはさんざんだまされ

ているので、今度もまた|ダ シパだろうと、 先

を念、ぐまま詳しく観察もせず標本を袋に入れて

おきました。ところが、帰ってからルーペでよ

く見る と、トダ シパとは 花 のっくりが全然違っ

ていて、別物とわかりました。さ っそく調べて

みると答はアゼガヤ、図鑑で見るかぎり普通に

ありそうなものですが、初記録でした。

タチコゴメグサ (HAT -J)

9月 7日にヤビツ曲者か ら三の塔 に登りました。

この時は足を痛めていたの で長い 距離を歩ける

コンディションではなく、二の塔、三の塔の山

頂付近を丹念に見て図ることとしました。二の

溶の山小屋の焼け跡では，ハハコグサ ・ダンド

ボロギタ・カモジグサなど人里の植物をいろい

ろ見つけ.三の搭頂上のっち止め工事をした所

ではオオアワガエリに混じ って生 えたシラゲカ4

ヤに気づきました。そのあとで、赤土のガレ

湯を上り下りしながら見て回ったところ、 lヶ

所にまとま って生え た数本の タチコゴメグサを

見いだしました。この経は草原にも生え、草丈

がかなり高くなるそうですが、ガレ場の棟地の

ためかわずか 10cmくらいの高さしかあり ません

でした。この日はほカ、にヒトツノマショウ 7 ・ク

サアジサイも記録しました。

ハグロソウ (HAT-4)

10月 14日、自転車をころがして HA T - 4の

調査に出かけました。このメッシュに自転車で

行ったのは初めてでしたが、自宅から約 50分で

メッシュに入り、患ったより近いなと恩いまし

た。堀川 、三廻部下の四十八瀬 川、渋川 、千村

と回り、最後に峠 トンネ Jレへの急坂を自転車を

押して由宇部湾に向かい ました。前からあること

は知っていたのに擦本を作っていなかったオオ

アカウキクサを手に入れ、その後もうひとがん

ばりと部湾の南の谷へ入ってみることにしまし

た。部落のはずれの牛小屋の近くで、シャタチ

リソ パ と '7 Jレパ Jレコ ウソウが野生化しているの

を見つけ 、さら に谷への道を進むと、道ばたに

見慣れない草がありました。もう花期は過きて

いますが 、貝がら のような呂立つ琶はハグロソ

ウに違いありません。もうひとがんばりと足を

伸ばしてよかったと痛感したことでした。この

時は部落に近い所でもあり、あるいは人為的に

持ち込まれたものとも考えましたが、 10月 311ヨ

には東隣りの栃容のスギ林でも相当数の本経が

生えているのを見つけ、自生を確認しました 。

ゴヨウ 7 ツ(0 Y) 

10月 19目、ほかの用事で大山の山頂迄まで行

く機会がありました。 湖南 ブロックでは OYの

メッシュだけで未記録の緩が 10f重あまりあり、

ついでにそのいくつかでも見つけられればと い

う自給見もある大 山行で した。当日は朝から あ

いに くの雨となり、かけ足で山頂をようやく往

復したとい う感じで 、全メッシ ュの記録の達成

はフ ジ とスギの 2l重に留まりました。しかし、

思わぬ収穫はあるもので、山頂の神社のそばで

1株のゴヨウマツを見つけました。高さ 1m あ

まりの幼木で、笹やぶに埋も れ るように生え て

いましたから、自生のものと患いますが、場所

が場所だけに、あるいは誰かが神社への寄進と

して植えたものかとも思えます。今後、注意し

て、大きな木を見つけ、自生であることを確認

したいところです。

コゴメカゼクサ(0 I) 

10月 27目、守矢先生をはじめ、三輪、斎藤、

斉木、山口それに浜口の 6名で、大井 町、 中井

田Tの調査に出かけました。斉木、 山口 、浜 口で

大井町を受け持ち、高尾周辺の探索を行いま し

た。今年調査を始めたばかりのメッシュなの で

かなり宿題が多く残ってい て、 100f重採集を

目標にがんばってみました。畑、雑木材、、ス ギ

林 、部活回りなど、いろ いろな環境を見て再び

パス道路にもどり、今度は反対 側 の谷に入っ て

みようと歩き出した時、道沿いの畑でおもしろ

いものを見つけました。高さ 20cm弱の小さなイ

ネ科植物で、小穏も小さく、それが赤味を帯び

てたいへん美しいのが特徴です。帰りのパスで

も、何だろうとひとしきり話題になりましたが、

後で調べてみるとコゴメカゼクサであることが

わかり ました。畑の雑草としてたった 1株見つ

かったこの草、なぜあそこにあったのか輿味は

-90-



尽きないところです。ちなみに、当日 01のメ

y シュで採 集した のは、目標をわずかに下回る

87綾でした。
(平塚市 浜 口哲一)

ツチアケビ (IIAT-3) 

10月 3目、蓑毛から阿夫利神社へ向かう主主毛

道 沿いの 林 道で、見事なツチアケビを見つけま

した。赤 くて太い大きな実、標本にはどうかと

証拠の写真を撮り、 3個程を柄につけたまま採

ってきました。帰宅後、実の半分をナイフでそ

り穏として、 他の植物と 一緒に乾燥誌で乾仕 上

げましたところ、そのままの色で標本が出来上

り、証拠の写真は不要になりました。

ヤナギスブタ (HAT-3) 

10月 20目、名 古木方面 の未調査の地域に入り

ました。金目川支派 の深くえぐら れた谷間沿い

の水田の畔で 、 ふと見かけた タウコギを採集し

ようとして見まわしたイネの株聞か ら見 えた水

中に 、 何 やら小主主らしいものが見え、よく見る

と細 い花授 が水中から出て、小さい花をつけて

いました。初めて見る水草 でし た が、あ とで調

べてヤナギス ブ タであること がわかりまし た。

ミズオオバコも一緒で付近に 10数種もありまし

た。水田中 、こ の 2種があったのは僅か数坪の

この水田 l枚 だけでした。

H A T -3の調査は 10月には 4回行い、帰化

植物 のザボ ンソ ウは じめ、ウメパチソウ ・キセ

ワタ・ミヤ 7 ノ キ シノブ・ウシクグなど 70種ほ

どの収穫がありましたので 、このメッシュも 8

00種を超えることができました。

(平塚市 守矢淳一)

県央の植物 ニ題

1 . ミズニラ Isoetes japonica A. Br. 

( 1) 1980年 10月 12日、座間市入谷の湿地で高
橋秀男氏によ って発見され 、 同行の諏訪哲夫・

藤野知弘が標本を作成した。この湿地は 、湧水

を 水源 と した水田であったが 、 中心部は長年に

わたって耕作されずにいるためヨ シ群落になっ

て いる。ミズニラはヨシ群落の縁(へり)およ

び休緋田のわずかな被れのある近 くに生育する

のが観察された。 1981年 8月 25目、写真撮影(

諏訪)。

ミズニラ 1983.8.13厚木市中荻野 〔諏訪 〕

(2) 1983年 8月 13日、厚木市中荻野の休耕田

および、 これより 1kmほど再IIれた水回の縁の 2

ヶ所に生育するのを発見。前者について徳本の

作成および写真撮影をした。

2 .サガミラン Cymbidiumnipponicum 

l1akino form. aberrans 

サガミラン 1983.8.3座間市下粟野〔諏訪 〕
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1981年 、座間市下栗原のコナラ・エゴ ノ キな

どからなる 雑 木林の崖下で渡辺隆男氏(座間市

立里子台在住)によって発見され、同じ場所で 19

82年、 1983年にも 観 察さ れた。 1983年は 2個体

の生育のみであったが、 6月 30日替(渡辺撮影)

7月17-18日花(渡辺 ・座 間市 教育委員会植

松撮影 )、 8月 3日花後(諏訪撮影)の記録を

した 。襟本の作成はない。花 茎は 小さい!国体で

7 cm、 花 1箇。太きい 1国体の花茎 は 13cm、花 2

箇。奮および花は帯緑色であった。

種名の同定に当たっては 、 誠文堂新光社の羽

根井氏並びに県立博物館高橋秀男氏よりご教示

頂いた。厚く御礼を申し上げる次第であ る。

文献

( 1 )諏訪哲夫 1983 座間市の植物.座間

市教育委員会 .

( 2 )柳川定春・高橋秀男・大場達 之 1981 

神 奈 川県 のマヤラン類.神奈川 自然資料(2) . 

( 3 )前川文夫 1971 原色日本のうン.誠

文堂新光社.
( J恥;JiViえj

神奈川県のカタ バミ 類

1. Oxalis articuata tSavigny 

フシネハナカタノてミ

根に節があるので引き抜いて見ると容易に識

別 できる が、花の中心部の色が濃 い のもよい特

徴になる。海岸の砂 地 や道ばたなどに生える。

南アメリカ原産。

2. O. bowieana Lodd. ハナカタパミ

花は径 3cmほどあり、葉も大型である。南ア

フリカ原産。

第 2図 A. フシネハナカタパミ B. ムラサ

キカタノてミ
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3. o. corniculata Linn. 
var. corniculata 

form. corniculata 

カタノてミ

カタノマミ エソ'タチカタノてミ

根 垂直に伸びて 細 く、 地下茎は細長

肥厚する b 、
地上 茎 旬包する 直立または斜上

托葉 耳状で明瞭 不明瞭

:(~の数 1 -8 1 -3  

form. rubrifolia (Makino) Hara 

アカカタノてミ

茎や薬は赤紫色、 花弁の基部付近は赤色とな

る。

form. tropaeaal ioides (Schlacht.) 

R. Knuth ウスアカカタノてミ

前品種に比べ全体が色の薄いー型。

form. plena Satake ホ シサ'キカタノてミ

重弁 花。

var. trichocaulon Lev. ケカタノてミ

海岸型で全 体に毛が多 く、葉 の表 面にも毛 が

ある。県内では今のところ真鶴仰に知られるの

みである。本変種の重弁花も知られる。

4. o. corymobosa DC. ムラサキカタノてミ
根 の回 りにある子 球で増え 、 強寄草である。

繭アメリカ原産で、観賞植物として移入したも

のが逸出した。

5. o. fontata Bung巴 エゾタチカタノてミ

山地に 多く見ら れるが 三 浦半島にも分布す る。

カタ バミと の区}jIJ)誌は托薬に注目して観察する

のカ〈よ い。

第 l図 A. エ ゾタチカタパミ B.カタパミ

a .托薬 b. 種子

(J.京究:日本のカタバミに 就て Journ. Jap. 

Bot. Vol. XXIV Nos. 1-12よ り)



6. O. griffithii Edgew. et Hook. fi1. 

var. kan toens i s (Terao) 

T. Shimizu 

(0. acetosella L. ssp. griffithii 

果実

葉裏

分布

(Edgew. e t Hook. f i 1.) Hara 

var. kan toens i s Teraol 

カントウミヤマカタノてミ

ミヤマカタパミ カントウ

ミヤマカタノてミ

楕円形 卵工事形

長さ 10-17mll 長さ 6-12n 

密に軟毛がある 毛は少ない

東北地方南部か 関東地方南西部 ・

ら中国地方- 東海地方東部・

四国 伊豆半島

(高橋秀男)

木曜会の継続実施について

毎週木曜日に標本の仕分け(分類)作業を兼

ねて勉強会を行なっていますが、明年も引き続

き実施いたします。ご協力いただける方には下

記の実施の日に博物館の地下作業室へおいで下

さい。午後 l時から午後 4時までとしています

が、とくに時間の制約はありませんし、また日

時の変更も可能です。

入館に際しては博物館地下サ ー ビスヤ ー ドの

守衛さんに続物誌調査会の用件で来館した旨を

告げ、名ヰしをもらってか ら入館してください。

開催の予定は次の通りです。

1月一一19目、 26日

2月一 2目、 9目、 16日、 23日

3月一 l目、 8目、 15目、 22目、 29日

なお、 9月から 12月にかけては、横浜地区の

吉川|ーアサ子・平松俊子・内藤美知子、海老名町

の草寺田かをる・森百合子の皆さんのご惚カを得

ました。

植物誌編さん今後の予定

第 2回仮目録印刷lまでは次のような日程で進

めたいと考えております。

l月 14日(土)午後 2時より役員会。

(博物館応接 室)

今後の方針を定めます。{通知は}lIJにさし あげ

ませんが役 員の 方 はよろしく)

2月 末日 各プロックのデ ー タを集計する。

3月末日 第 2回仮目 録発行。

4月初旬 総会開催。
-93-

標本鑑定会のお知 らせ

次の日程で難しいグル ープ の標本鑑定会を開

催いたします。県博、横須賀市博、平塚市博に

納められている標本を中心に同定していただ く

予定ですが、関連の標本がありましたら当日 お

持ち下さい。もし当日出席できない方は前も っ

て博物館の方へ標本を届けておいて下さい。

ーシダ植物の鑑定会

日時 l月 21日 (土)午後 l時 30分一 4時

場所 博物館応接室

(受付で標本鑑定会に来館した旨を告 げ

て入錯して下さい。)

諮問 国 立科学博物館 中池敏之先生

ヤプマオ属の鑑定会

日時 l月 28日(土)午後 l時 30分 一 4時

場所 博物館応援室

講師 東京大学理学部附属植物園

矢原 1散ー先生

重点地区調査その後

第 6回 8月 30日 箱根芦ノ湖および周辺

第 7回 9月 4日 開成田Iー最乗寺

第 B回 9月 23日 南足柄市地蔵堂、夕日の滝

周辺

第 9回 9月 25日 清川村塩水林道 本谷

第 10回 10月 9日 清川村早戸川

第 11回 11月 23日 小回原市早川、入生田 、塔

ノJ尺

*ご協力下さった方々は第 5回までの 参加者が

中心です。

第 5回の調査参加者(箱根丸岳頂上にて)
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* 24メ y シュ すべてで記録された種

イヌワ ラ ビ ・カモジグサ・ヤマカモジグ サ カモガヤ ・ト ボシガラ・ホウチャクソウ

サルトリイバラ・ヤマグワ ・ ミス ヒキ・タケニグサ・ ウツギ・ツ Jレウメモドキ・ミツバ

ミス キ・ム ラサ キ シ キブ・ タ サギ ・オ オバコ・ガ 7 ズミ ・フキ ーセイヨウタンポポ

以上 20種
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